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はじめに

『Sun Cluster Geographic Editionリファレンスマニュアル』では、Sun™ Cluster
Geographic Editionソフトウェアのパブリックインタフェース (コマンドや関数など)
のリファレンス情報を挙げています。このマニュアルは、Sunのソフトウェアとハー
ドウェアについて幅広い知識を持つ、経験豊かなシステム管理者を対象としていま
す。このマニュアルを計画または事前販売のガイドとして使用しないでください。こ
のマニュアルに記載されている情報は、Solaris™オペレーティングシステムに関する
知識と、Sun Clusterソフトウェアとともに使用するボリュームマネージャーソフト
ウェアの専門知識があることを前提としています。

Solarisオペレーティングシステムに不慣れなユーザーも、この OSに詳しいユーザー
も、オンラインマニュアルページを使用して、使用している SPARC®ベースシステム
とその機能についての情報を入手できます。

マニュアルページは、「このコマンドにはどのような機能があるか」という疑問に簡
潔に答えることを目的としています。マニュアルページは一般にリファレンスマ
ニュアルとして作られており、チュートリアルとしての使用を目的としたものではあ
りません。

概要
次に、マニュアルページの各セクションと、それらのセクションで示される情報の概
要を示します。

� セクション 1では、オペレーティングシステムで使用できるコマンドをアル
ファベット順に説明しています。

� セクション 1Mでは、主にシステムの保守と管理のために使用されるコマンドをア
ルファベット順に説明しています。

� セクション 2では、すべてのシステムコールについて説明しています。ほとんどの
システムコールには 1つ以上のエラー復帰があります。エラー状態は、通常は提示
されることがない戻り値として示されます。
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� セクション 3では、さまざまなライブラリにある関数について説明しています。た
だし、UNIX®システムプリミティブを直接呼び出す関数については、セクション
2で説明しています。

� セクション 4では、各種ファイルの形式について説明しています。また、ファイル
形式を宣言する C構造体を適用できる場合には、そのつど説明しています。

� セクション 5では、文字セットテーブルなど、ほかのセクションには該当しない情
報を挙げています。

� セクション 6では、使用できるゲームとデモについて説明しています。
� セクション 7では、特定のハードウェア周辺装置やデバイスドライバを参照する、
さまざまな特殊ファイルについて説明しています。また、STREAMSソフトウェア
のドライバ、モジュール、STREAMSの一般的なシステムコールについても説明し
ます。

� セクション 9では、カーネル環境で、デバイスドライバを記述する際に必要な参照
情報を示します。ここでは、デバイスドライバインタフェース (DDI)とドライバ /
カーネルインタフェース (DKI)という 2つのデバイスドライバインタフェース仕
様について説明しています。

� セクション 9Eでは、開発者がデバイスドライバに組み込むことができる、
DDI/DKI両用、DDI専用、および DKI専用のエントリポイントルーチンについ
て説明しています。

� セクション 9Fでは、デバイスドライバで使用できるカーネル関数について説明し
ています。

� セクション 9Sでは、ドライバとカーネル間で情報を共有するためにドライバが使
用するデータ構造について説明しています。

次に、マニュアルページの一般形式について説明します。通常、各マニュアルセク
ションのマニュアルページはこの順序で示されますが、挙げられているのは必要な項
目だけです。たとえば、報告すべきバグがない場合は、「使用上の留意点」という項
はありません。各セクションの詳細については introページを、マニュアルページ
の一般的な情報については man(1)を参照してください。

名前 この項には、記載されているコマンドまたは関数の名前が示さ
れ、続いてコマンドまたは関数の動作の概略が続きます。

形式 この項には、コマンドまたは関数の構文が示されます。標準パス
内にコマンドまたはファイルが存在しない場合は、フルパス名が
示されます。オプションと引数は、アルファベット順に並んでい
ます。異なる順序で引数を指定する必要がある場合を除き、1文
字の引数、引数の付いたオプションの順に示されています。

この項では、次の特殊文字を使用しています。

[ ] 角括弧。角括弧に囲まれたオプションまたは引数は省
略できます。角括弧がない場合、その引数は必須で
す。

. . . 省略符号。前の引数に複数の値を指定するか、または
前の引数を複数回指定できます。 (例:filename . .
.)。
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| 縦棒。一度に指定できるのは、この文字で分割されて
いる引数のうち 1つだけです。

{ } 中括弧。中括弧に囲まれた複数のオプションまたは引
数は相互依存関係にあります。中括弧内のすべての文
字を 1つの単位として扱います。

プロトコル この項が使用されているのはサブセクション 3R内だけであり、
プロトコルが記述されているファイルを示しています。

機能説明 この項では、サービスの機能と動作を定義します。つまり、コマ
ンドの機能について簡単に説明します。オプションの説明や使用
例はここでは示されていません。対話形式のコマンド、サブコマ
ンド、要求、マクロ、関数については、「使用法」で説明しま
す。

IOCTL この項は、セクション 7 だけに含まれます。 ioctl(2) システム
コールに適切なパラメタを提供するデバイスクラスのみが ioctl
と呼ばれます。このデバイスクラスは独自の見出しを生成しま
す。特定のデバイスに使用される ioctlコールは、そのデバイス
のマニュアルページにアルファベット順に表示されています。
ioctlコールは特定のクラスのデバイスに使用します。これらの
コールはすべて、mtio(7I)のように、ioで終わります。

オプション この項では、コマンドのオプション名を一覧で挙げ、各オプ
ションの動作の概略を示しています。オプションは入力する文字
どおりに示され、「形式」で出現する順序で一覧表示されていま
す。オプションに対して引数が使用可能な場合は、そのオプ
ションの項目に記載します。該当する場合は、デフォルト値も示
します。

オペランド この項では、コマンドのオペランド一覧と、それらがコマンドの
動作に与える影響について説明します。

出力 この項では、コマンドによって生成される出力 (標準出力、標準エ
ラー、または出力ファイル)について説明します。

戻り値 値を戻す関数のマニュアルページの場合、これらの戻り値と、戻
される条件を示します。関数が 0または –1のような定数だけを返
す場合、その値をタグ付きの段落に示します。それ以外の場合
は、各関数の戻り値を文章で説明します。voidと宣言された関数
には戻り値がないため、ここでは扱いません。

エラー エラーが発生した場合、ほとんどの関数はエラーコードをグロー
バル変数 errnoに格納し、エラーの理由を示します。この項で
は、関数が生成しうるすべてのエラーコードの一覧 (アル
ファベット順)と、各エラーの発生条件を示します。

使用法 この項では、詳しい説明を要する特殊な規則、機能、コマンドが
示されています。組み込み機能については、次の小項目で説明し
ています。
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コマンド
修飾子
変数
式
入力文法

使用例 この項では、コマンドまたは関数の使用例と使用法を説明しま
す。可能なかぎり、コマンド行の入力とマシンの応答を含む、完
全な例を示しています。例が挙げられている場合は、必ずプロン
プト example%が示されています。スーパーユーザーとして入力
する必要があるコマンドについては、example#というプロンプ
トになります。例の後には、説明、変数置換規則または戻り値を
示します。ほとんどの例は、「形式」、「説明」、「オプ
ション」、「使用法」の概念を示すものとなっています。

環境変数 この項では、コマンドまたは関数が影響を与えるすべての環境変
数の一覧を示し、その影響について簡単に説明します。

終了ステータス この項では、コマンドが呼び出しプログラムまたはシェルへ戻す
値と、それらの値が戻される原因となる条件が一覧表示されま
す。通常、正常終了には 0が返され、0以外の値はそれぞれのエ
ラー状態を示します。

ファイル マニュアルページが参照するファイルや関連ファイル、コマンド
によって作成されるファイル、コマンドが必要とするファイルな
どの名前を示し、そのあとに各ファイルの概要を示しています。

属性 この項では、コマンド、ユーティリティーおよびデバイスドライ
バの一覧を示し、それぞれの属性タイプとその対応値を定義しま
す。詳細は、attributes(5)のマニュアルページを参照してくだ
さい。

関連項目 関連するマニュアルページ、当社のマニュアル、および一般の出
版物が示されています。

診断 エラーの発生状況の簡単な説明と、診断メッセージが示されてい
ます。

警告 作業に重大な影響を及ぼす可能性のある特殊な状況についての警
告を挙げています。警告は診断のリストではありません。

注意事項 どの項にも該当しない補足的な情報が示されています。この項で
は参考情報を挙げています。重要不可欠な情報はこの項では説明
しません。

使用上の留意点 すでに発見されているバグについて説明しています。可能な場合
は対処法も示しています。
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geoadm –ローカルクラスタ上の Sun Cluster Geographic Editionインフラストラク
チャーを有効または無効にする

ローカルクラスタ上の Sun Cluster Geographic Editionインフラストラクチャーが有
効であるかどうか確認。

geoadm show

ローカルクラスタ上の Sun Cluster Geographic Editionインフラストラクチャーの有
効化。

geoadm start

ローカルクラスタ上の Sun Cluster Geographic Editionエンティティーの実行時状態
の表示。

geoadm status

ローカルクラスタ上の Sun Cluster Geographic Editionインフラストラクチャーの無
効化。

geoadm stop [--cleanup ] [--force]

geoadm stop [-c] [-f]

バージョン情報の表示。

geoadm --version

geoadm -V

ヘルプ情報の表示。

geoadm --help

geoadm -?

geoadmコマンドは、ローカルクラスタ上の Sun Cluster Geographic Editionインフ
ラストラクチャーを有効または無効にします。このコマンドを使用すると、Sun
Cluster Geographic Editionソフトウェアがクラスタ上で有効であるかどうかも確認で
きます。

インストール後、Sun Cluster Geographic Edition 製品は、コマンド geoadm start
を使用して有効にする必要があります。このコマンドにより、クラスタはパートナー
シップに参加し、保護グループをホストできるようになります。geoadm start コマ
ンドは、クラスタ上の Sun Cluster Geographic Editionモジュールのロックを解除す
る、高可用性インフラストラクチャーを構成します。

geoadm stop コマンドは、高可用性インフラストラクチャーを停止し、Sun Cluster
Geographic Editionモジュールはクラスタ上でロックされたままになります。製品
パッケージを削除する前に geoadm stop コマンドを使用します。

注 – geoadm stopコマンドがクラスタ上で Sun Cluster Geographic Editionモジュー
ルを正しく無効にできるのは、クラスタが関与する保護グループのすべてのローカル
状態がオフラインまたは未知である 1つの条件下のみです。

geoadm(1M)

名前

形式

説明
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クラスタの 1 つのノードで geoadm start コマンドまたは geoadm stop コマンド
を実行すると、クラスタ全体に影響します。

geoadmコマンドを使用して Sun Cluster Geographic Editionインフラストラク
チャーを有効または無効にするには、コマンド実行者に、適切な、役割に基づくアク
セス制御 (Role-Based Access Control、RBAC)権利のプロファイルが割り当てられて
いる必要があります。

ルートアクセス権を持っている場合は、すべての操作を実行するアクセス権がありま
す。ルートアクセス権を持っていない場合は、次の RBAC権が適用されます。

� 基本的な Solarisユーザー。Sun Cluster Geographic Editionエンティティーにつ
いての情報は、geopg list、geohb list、geops list などのコマンドを使用
して確認できます。

� Geo管理。「基本的な Solarisユーザー」アクセス権を持つユーザーに認められて
いるあらゆる読み取り処理が行えます。また、geohb add-plugin、geopg
switchover、geoadm start、geoadm stop などの管理作業や構成作業も行え
ます。

詳細については、rbac(5)のマニュアルページと『Sun Cluster Geographic Editionの
システム管理』の「Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアと RBAC」を参照し
てください。

サブコマンドは、コマンドが行う処理を指定します。コマンド行で指定できるサブコ
マンドは 1つだけです。

サポートされるサブコマンドには次のものがあります。

show Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアがクラスタ上で有効
であるどうかを表示します。

start クラスタ上で Sun Cluster Geographic Editionインフラストラク
チャーを構成し、有効にします。

status ローカルクラスタ上の Sun Cluster Geographic Editionエン
ティティーの実行時状態を表示します。

statusサブコマンドを使用する前には、Sun Cluster Geographic
Editionソフトウェアがローカルクラスタにインストールされてい
る必要があります。statusサブコマンドは、クラスタがパート
ナーシップに対して有効に設定されたかどうかにかかわらず使用
できます。

statusサブコマンドは次の情報を表示します。

� ローカルクラスタがパートナーシップに対して有効であるかど
うか。

� ローカルクラスタがパートナーシップに関与しているかどう
か。クラスタがパートナーシップに関与している場合、
statusサブコマンドはすべてのパートナーシップメンバーを
表示します。

geoadm(1M)

サブコマンド
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� ハートビートの状態。
� 保護グループの状態。
� 進行中のトランザクションの状態。

各状態の取りうる値の詳細については、詳細説明の節を参照して
ください。

stop クラスタ上で Sun Cluster Geographic Editionインフラストラク
チャーおよび構成を無効にします。

注意 – stopサブコマンドを正しく使用するには、クラスタ上の全
ての保護グループはオフライン状態である必要があります。

stopサブコマンドは、クラスタ上のクラスタ状態と Sun Cluster
Geographic Editionインフラストラクチャーリソースグループを
削除しますが、stopサブコマンドはデータ複製リソースグループ
は削除しません。

Sun Cluster Geographic Editionインフラストラクチャーが再度有
効になり、構成されるのは、stopサブコマンドを使用したあとに
初めて startサブコマンドを使用した時点です。

次のオプションがサポートされています。

-c | --cleanup
クラスタが Sun Cluster Geographic Edition構成全体をクリーンアップしなければ
ならないことを指定します。構成をクリーンアップすると、クラスタは空の構成を
使用して再起動することができます。

注意 – --cleanupオプションは、パートナーシップ、保護グループ、クラスタか
らのハートビートなど、Sun Cluster Geographic Editionのエンティティーの構成
を削除します。geoadm start コマンドを使用してクラスタを再度有効にする場
合、新しいユーザーエンティティー構成情報を定義する必要があります。

- -cleanup オプションを使用しないと、定義したエンティティーの構成テーブル
はクラスタ上に留まります。

-f | --force
Sun Cluster Geographic Editionインフラストラクチャーが無効である間に、コマ
ンド確認の質問をバイパスすることを示します。

-V | --version
バージョン情報を表示します。このオプションにより、後続の引数の解釈が停止さ
れます。

-? | --help
ヘルプ情報を表示します。このオプションにより、後続の引数の解釈が停止されま
す。

一部のシェルでは、疑問符は特別な文字として解釈される場合があります。引用符
(-"?")またはエスケープ文字を使用して、パターンマッチングを回避します。

geoadm(1M)

オプション
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次の節で状態を説明します。

パートナーシップの状態では、ローカルクラスタの状態のみが表示されます。パート
ナーシップは次のいずれかの状態をとることができます。

OK パートナークラスタは接続されています。

エラー パートナークラスタは切断されています。

同期の状態では、パートナーシップのすべてのクラスタの状態が表示されます。パー
トナーシップの同期は次の状態をとることができます。

OK パートナークラスタ間で構成は同期しています。

エラー パートナークラスタ上で構成が異なります。再度パートナー
シップの同期をとる必要があります。

不整合 パートナークラスタは個別に構成されています。したがって、あ
るクラスタで構成を削除し、パートナークラスタの構成をコピー
する必要があります。

未知 パートナー同士が接続されていないため、情報にアクセスできま
せん。

ハートビートの状態では、1つのクラスタの状態のみが表示されます。ハートビート
は次のいずれかの状態をとることができます。

OK ハートビート監視が実行中で、パートナークラスタはタイムアウ
トと再試行の期間内に応答しています。

エラー ハートビート監視が実行中ですが、パートナークラスタが応答せ
ず、再試行がタイムアウトしています。

オフライン ハートビート監視が実行中ではありません。

ハートビートプラグインの状態には、1つのクラスタの状態のみが表示されます。
ハートビートプラグインは次のいずれかの状態をとることができます。

OK パートナークラスタは応答しています。

非アクティブ プラグインは使用されていません。これは、その他のプラグイン
が応答しない場合に再試行に使用されるスタンバイプラグインで
す。

応答なし パートナークラスタは応答していません。

保護グループの状態では、保護グループのすべてのクラスタの全般的な状態が表示さ
れます。全般的な保護グループは次のいずれかの状態をとることができます。

OK 保護グループがオンラインで、アプリケーションリソースグルー
プがオンラインで、またデータ複製が実行中です。

オフライン 保護グループがアクティブではありません。

geoadm(1M)

詳細説明

パートナーシップ
の状態

同期の状態

ハートビートの状
態

ハートビートプラ
グインの状態

保護グループの状
態
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縮退 保護グループとアプリケーショングループがオンラインですが、
データ複製が動作していないか、部分的なエラー状態にありま
す。

エラー 保護グループがオンラインですが、構成、データ複製、リソース
グループなど、パートナーシップの少なくとも 1つのコンポーネ
ントがエラー状態にあります。

未知 保護グループはオンラインですが、構成、データ複製、リソース
グループなど、パートナーシップの少なくとも 1つのコンポーネ
ントの状態が不明です。

保護グループ構成の状態では、1つのクラスタの状態のみが表示されます。保護グ
ループ構成は次のいずれかの状態をとることができます。

OK 保護グループ構成はクラスタ上で検証され、エラーはありませ
ん。

エラー 保護グループ構成の検証結果がエラーです。保護グループを再度
検証する必要があります。

未知 パートナークラスタが切断されているため、情報にアクセスでき
ません。

データ複製の状態では、1つのクラスタ上の保護グループに対して構成されている
データ複製の状態が表示されます。保護グループのデータ複製は次のいずれかの状態
をとることができます。

OK データ複製は構成され、オンラインで、エラーなく実行されてい
ます。

縮退 データ複製はオフであるか、部分的なエラー状態にあります。

エラー エラーによりデータ複製は動作していません。

なし データ複製は構成されていません。

未知 パートナー同士が接続されていないため、情報にアクセスできま
せん。

リソースグループの状態では、1つのクラスタ上の保護グループに対して構成されて
いるリソースグループの状態が表示されます。保護グループのリソースグループは次
のいずれかの状態をとることができます。

OK 主クラスタ上ではすべてのリソースグループがオンラインで、二
次クラスタ上ではすべてのリソースグループがオフラインまたは
未管理状態です。

エラー 主クラスタ上では一部のリソースグループがオンラインではな
く、二次クラスタ上では一部のリソースグループがオフラインま
たは未管理状態ではありません。

未知 パートナー同士が接続されていないため、情報にアクセスできま
せん。

geoadm(1M)

設定

データ複製の状態

リソースグループ
の状態
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次の終了値が返されます。

0 コマンドは正常に完了しました。

0以外 エラーが発生。

次の属性の詳細については、attributes(5)のマニュアルページを参照してくださ
い。

属性タイプ 属性値

アーキテクチャー SPARC

使用可能 SUNWscgctl

インタフェースの安定性 発展中

rbac(5)、geohb(1M)、geopg(1M)、geops(1M)

geoadm(1M)

終了状態

属性

参照
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geohb –ハートビートメカニズムの構成と管理を行う

新しいプラグインのハートビートへの関連付け。

geohb add-plugin heartbeat-name plugin-name --property property-setting
[--property...]

geohb add-plugin heartbeat-name plugin-name -p property-setting [-p...]

ハートビートメカニズムの作成。

geohb create heartbeat-name --remote-cluster cluster-list
[- -property property-setting] [- -property...]

geohb create heartbeat-name -r cluster-list [-p property-setting] [-p...]

ハートビートの削除。

geohb delete heartbeat-name

ハートビート構成の出力。

geohb list heartbeat-name ...

ハートビートまたはハートビートプラグイン上の構成の変更。

geohb modify-plugin heartbeat-name plugin-name --property property-setting
[--property...]

geohb modify-plugin heartbeat-name plugin-name -p property-setting [-p...]

ハートビートプラグインの削除。

geohb remove-plugin heartbeat-name plugin-name

ハートビートのプロパティーの変更。

geohb set-prop heartbeat-name --property property-setting [--property...]

geohb set-prop heartbeat-name [-p property-setting] [-p...]

バージョン情報の出力。

geohb --version

geohb -V

ヘルプ情報の表示。

geohb --help

geohb -?

geohbコマンドを使用すると、ハートビートメカニズムの構成と管理を行うことがで
きます。

geohb(1M)

名前

形式

説明
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ハートビートとは、2つのクラスタ、つまり要求側クラスタと応答側クラスタの間の
モニターです。パートナーシップを作成することで、1方向に 1つ、2つのハート
ビートが確立されます。たとえば、主クラスタ cluster-parisと二次クラスタ
cluster-newyork間のパートナーシップには、2つのハートビートが含まれます。
一方のハートビートには、クラスタ cluster-parisが要求側として記録され、クラ
スタ cluster-newyorkが応答側として記録されます。他方のハートビートには、
クラスタ cluster-newyorkが要求側として記録され、クラスタ
cluster-newyorkが応答側として記録されます。

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは、主ソースである TCP/UDPプラグ
インとバックアップである pingプラグインに基づく、デフォルトのハートビートメ
カニズムを提供しています。geohbコマンドを使用すると、ハートビートの構成と維
持を行うことができます。たとえば、次のような作業を行えます。

� パートナーシップに参加するクラスタ間のハートビートの構成。ハートビートの構
成には、関連するプラグインの構成が含まれます。

� ハートビート設定の作成または削除。

� ハートビート設定に関連付けられたプラグインの追加、変更、および削除。

� ハートビートおよびそれに関連付けられたプラグインの現在の構成の取得。

geohbコマンドは、パートナーシップに対して有効になっているクラスタ上で使用し
ます。

geohbコマンドを使用してハートビートメカニズムの構成と管理を行うには、コマン
ド実行者に、適切な、役割に基づくアクセス制御 (Role-Based Access Control、BAC)
権利のプロファイルが割り当てられている必要があります。

ルートアクセス権を持っている場合は、あらゆる処理を行う権限があります。ルート
アクセス権を持っていない場合は、次の RBAC権が適用されます。

� 基本的な Solarisユーザー。Sun Cluster Geographic Editionエンティティーにつ
いての情報は、geopg list、geohb list、geops list などのコマンドを使用
して確認できます。

� Geo管理。「基本的な Solarisユーザー」アクセス権を持つユーザーに認められて
いるあらゆる読み取り処理が行えます。また、geohb add-plugin、geopg
switchover、geoadm start、geoadm stop などの管理作業や構成作業も行え
ます。

詳細については、rbac(5)のマニュアルページと『Sun Cluster Geographic Editionの
システム管理』の「Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアと RBAC」を参照し
てください。

paris-to-newyorkという名前のハートビートを作成するには、次のコマンドを使
用します。

# geohb create paris-to-newyork -r cluster-newyork

command1という名前のハートビートプラグインを作成するには、次のコマンドを使
用します。

geohb(1M)
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# geohb add-plugin -p Query_comd=/usr/bin/hb/ command1 paris-to-newyork

サブコマンドは、コマンドにより実行されるアクションを指定します。コマンド行で
指定できるサブコマンドは 1つだけです。

サポートされるサブコマンドには次のものがあります。

add-plugin ハートビートとプラグインを関連付けます。カスタムプラグイン
を指定する場合は、Query_cmdプロパティーを使用してカスタム
プラグインコマンドへのパスも指定する必要があります。

create ハートビートを作成します。ハートビートの状態を監視するに
は、geoadm(1M)コマンドを使用します。ハートビートを動作さ
せるには、リモートクラスタを構成する必要があります。

delete ハートビートを削除します。

list 既存の構成情報を表示します。

modify-plugin ハートビートプラグインのプロパティーを変更します。

remove-plugin ハートビートプラグインを削除します。

set-prop ハートビートプロパティーを変更します。

次のオプションがサポートされています。

heartbeat-name
ローカルクラスタ上のハートビート設定に識別子を指定します。新しいハートビー
トを作成しようとして、指定した識別子がすでに存在する場合、geohb create
コマンドは失敗します。

-p property-setting | --property property-setting
ハートビートまたはハートビートプラグインのプロパティーを指定します。

ハートビートプロパティーに値を割り当てるには、name=statementペアを使用しま
す。複数の文を使用することで、複数のプロパティーを一度に設定できます。

これらのプロパティーの値は作成時に割り当てられ、実行時にチューニング可能で
す。

現在定義されているプロパティーについては、詳細説明の節を参照してください。

plugin-name
ハートビートプラグインの名前を指定します。

-r cluster-list | --remote-cluster cluster-list
ローカルクラスタがハートビート監視を確立する必要がある相手のリモートクラス
タの名前を指定します。

-V | --version
バージョン情報を表示します。このオプションにより、後続の引数の解釈が停止さ
れます。

geohb(1M)

サブコマンド

オプション
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-? | --help
ヘルプ情報を表示します。このオプションにより、後続の引数の解釈が停止されま
す。

一部のシェルでは、疑問符は特別な文字として解釈される場合があります。引用符
(-"?")またはエスケープ文字を使用して、パターンマッチングを回避します。

次の節では、ハートビートとハートビートプラグインのプロパティーを説明します。

次のハートビートのプロパティーを指定できます。

Query_interval ハートビート状態要求間の遅延を秒単位で指定しま
す。応答がないまま 3つの Query_interval期間が
経過すると、プラグインは emergencyモードとなりま
す。応答がないままさらに Query_interval期間が
経過すると、プラグインはタイムアウトとなり、error
モードとなります。

オプションのプロパティーです。

タイプ:整数型。

チューニングの推奨事項:このプロパティーの値は作成
時に割り当てられ、実行時に調整ができます。

デフォルト値 : 120秒。

ハートビートプラグインのプロパティーは、ハートビートがどのように機能するかを
決定します。

Plugin_properties プラグインに固有のプロパティー文字列を指定しま
す。

オプションのプロパティーです。

タイプ:文字列型。

チューニングの推奨事項:このプロパティーの値は作成
時に割り当てられ、実行時に調整ができます。

デフォルト値 :なし。ただしデフォルトのハートビー
トプラグイン tcp_udp_pluginと ping-pluginを
使用するハートビートを除く。

tcp_udp_pluginプラグインの場合、この文字列の形
式は、「remote_IP_address
/UDP/8765[/ipsec],remote_IP_address/TCP/8765[/ipsec]」
と事前に定義されています。remote_IP_address引数は
パートナークラスタの IPアドレスを指定します。オプ
ションの /ipsec文字列は、プラグインが IPsecを使
用することを示しています。

geohb(1M)

詳細説明

ハートビートのプ
ロパティー

ハートビートプラ
グインのプロパ

ティー
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ping-pluginの場合、この文字列の形式は、
「remote_IP_address」と事前に定義されています。
remote_IP_addressはパートナークラスタの IPアドレス
を指定します。

Query_cmd ハートビート状態要求を行うコマンドのパスを指定し
ます。

プラグインが事前に定義されたプラグインを指定して
いない場合、必須プロパティーです。

タイプ:文字列型。

チューニングの推奨事項:このプロパティーの値は作成
時に割り当てられ、実行時に調整ができます。

デフォルト値 :必要ない

Requester_agent 要求元エージェントへの絶対パスを指定します。

オプションのプロパティーです。

タイプ:文字列型。

チューニングの推奨事項:デフォルトプラグイン用のこ
のプロパティーの値は、テスト目的以外には調整しな
いでください。

デフォルト値 :必要ない

Responder_agent 応答側エージェントへの絶対パスを指定します。

オプションのプロパティーです。

タイプ:文字列型。

チューニングの推奨事項:デフォルトプラグイン用のこ
のプロパティーの値は、テスト目的以外には調整しな
いでください。

デフォルト値 :必要ない

Type プラグインのタイプを指定します。Primaryまたは
Backupのいずれかに設定します。

必須プロパティーです。

タイプ:列挙型。

チューニングの推奨事項:このプロパティーの値は作成
時に割り当てられ、実行時に調整ができます。

geohb(1M)
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デフォルト値 :なし。ただしデフォルトのハートビー
ト名 ping_pluginを持つハートビートを除く。この
場合、デフォルト値は Backupです。

次の終了値が返されます。

0 コマンドは正常に実行され、リモートクラスタが有効
であることを示しています。

0以外 エラーが発生し、リモートクラスタがハートビート
チェックに応答しなかったことを意味しています。

次の属性については、attributes(5)のマニュアルページを参照してください。

属性タイプ 属性値

アーキテクチャー SPARC

使用可能 SUNWscgctl

インタフェースの安定性 発展中

rbac(5)、geops(1M)

geohb(1M)

終了状態

属性

参照
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geopg –保護グループの作成または管理を行う

データ複製ディスクデバイスグループの追加。

geopg add-device-group protection-group-name device-group-name
[--property property-setting] [--property...]

geopg add-device-group protection-group-name device-group-name
-p property-setting [-p...]

保護グループへのリソースグループの追加。

geopg add-resource-group protection-group-name resource-group

geopg add-resource-group protection-group-name resource-group

保護グループの作成。

geopg create protection-group-name --partnership partnership-name
- -role local-role [- -datarep-type data-replication-type ]
[--property property-setting] [--property...]

geopg create protection-group-name -s partnership-name -o local-role
[-d data-replication-type ] [-p property-setting] [-p...]

保護グループの削除。

geopg delete protection-group-name

パートナークラスタ上ですでに作成されている保護グループ用のローカル構成の作
成。

geopg get [protection-group-name] --partnershippartnership-name

geopg get [protection-group-name] -spartnership-name

保護グループ構成の出力。

geopg list [protection-group-name] [...]

データ複製ディスクデバイスグループの構成の変更。

geopg modify-device-group protection-group-name
--device-group device-group-name - -property property-setting
[- -property...]

geopg modify-device-group protection-group-name -i device-group-name
-p property-setting [-p...]

データ複製ディスクデバイスグループの削除。

geopg remove-device-group <device group name> <PG name>

保護グループからのリソースグループの削除

geopg remove-resource-group <resource group list> <PG name>

geopg(1M)

名前

形式
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保護グループの構成の変更。

geopg set-prop protection- group-name --property property-setting
[- -property...]

geopg set-prop protection-group-name -p property-setting [-p...]

保護グループのアクティブ化。

geopg start protection-group-name --scope <local | global>
[--nodatarep]

geopg start protection-group-name -e <local | global> [-n]

保護グループのアクティブ化の解除。

geopg stop protection-group-name --scope <local | global>
[- -only-datarep]

geopg stop protection-group-name --scope <local | global>
[- -only-datarep]

保護グループのロールの切り替え。

geopg switchover - -primary new-primary-cluster-name {protection-group-name}
[--force]

geopg switchover - m new-primary-cluster-name {protection-group-name} [-f]

クラスタへの主ロールの強制。

geopg takeover [--force ] protection-group-name

geopg takeover [-f ] protection-group-name

保護グループの再同期。

geopg update protection-group-name

保護グループの検証。

geopg validate protection-group-name

バージョン情報の出力。

geopg --version

geopg -V

ヘルプ情報の出力。

geopg --help

geopg -?

geopgコマンドを使用すると、保護グループの構成と維持を行うことができます。た
とえば、次のような作業を行えます。

geopg(1M)
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� パートナーシップに参加するクラスタ間での保護グループの構成。この作業には、
関連付けられたデータ複製パラメータの構成が含まれます。

� リソースグループおよびデータ複製ディスクデバイスグループの追加または削除。

� 保護グループの設定と関連付けられたデータ複製パラメータの追加、変更、および
削除。

� 特定の保護グループまたはすべての定義済み保護グループの現在の構成の取得。

� 保護グループのアクティブ化。

� 保護グループのアクティブ化の解除。

� 保護グループのロールの切り替え。

� 保護グループの主ロールのテイクオーバー。

保護グループを作成する前には、保護グループをホストするクラスタがすでにパート
ナーシップ内に存在する必要があります。

geopgコマンドを使用して保護グループまたはデータ複製ディスクデバイスグループ
の作成、変更、または削除を行うには、コマンド実行者に、適切な、役割に基づくア
クセス制御 (Role-Based Access Control、RBAC)権利のプロファイルが割り当てられ
ている必要があります。

ルートアクセス権を持っている場合は、あらゆる処理を行う権限があります。ルート
アクセス権を持っていない場合は、次の RBAC権が適用されます。

� 基本的な Solarisユーザー。Sun Cluster Geographic Editionエンティティーにつ
いての情報は、geopg list、geohb list、geops list などのコマンドを使用
して確認できます。

� Geo管理。「基本的な Solarisユーザー」アクセス権を持つユーザーに認められて
いるあらゆる読み取り処理が行えます。また、geohb add-plugin、geopg
switchover、geoadm start、geoadm stop などの管理作業や構成作業も行え
ます。

詳細については、rbac(5)のマニュアルページと『Sun Cluster Geographic Editionの
システム管理』の「Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアと RBAC」を参照し
てください。

サブコマンドは、コマンドにより実行されるアクションを指定します。コマンド行で
指定できるサブコマンドは 1つだけです。

サポートされるサブコマンドには次のものがあります。

add-device-group データ複製ディスクデバイスグループを保護グループ
の一部にすることができます。

add-resource-group アプリケーションリソースグループを保護グループの
一部にすることができます。

追加するリソースグループがオンラインである場合、
リソースグループを追加する前に保護グループもオン
ラインにする必要があります。geopg

geopg(1M)
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add-resource-groupコマンドが失敗するのは、保
護グループがオフラインであり、追加されるリソース
グループがオンラインである場合です。

注 –オフラインであるリソースグループを追加する時
点で保護グループがすでに起動されている場合、リ
ソースグループはオフラインのままになります。オフ
ラインのリソースグループを起動するには、コマンド
geopg start を使用します。

create 保護グループまたはデータ複製ディスクデバイスグ
ループを作成します。

保護グループを作成する場合、管理モジュールはロー
カル構成を更新し、リモートクラスタに構成の変更を
通知します。

delete 保護グループを削除します。

get パートナークラスタ上ですでに作成されている保護グ
ループ用のローカル構成を作成します。

パートナークラスタが接続されている場合、既存の保
護グループの構成は、保護グループをホストするパー
トナークラスタに伝播されます。パートナークラスタ
が切断されている間、またはパートナーがパートナー
シップに参加する前に保護グループを作成する場合、
geopg get コマンドを使用して構成を伝播する必要が
あります。

list 保護グループに関する次の情報を表示します。

� 定義済みの保護グループ
� 保護グループに組み込まれたリソースグループ
� 運用状態の情報

modify-device-group データ複製ディスクデバイスグループのプロパティー
を変更します。

remove-device-group 保護グループからデータ複製ディスクデバイスグルー
プを削除します。

データ複製デバイスグループを削除しても、データ複
製は停止せず、またそのデータ複製デバイスグループ
のデータ複製状態は変更されません。

remove-resource-group 保護グループからリソースグループを削除します。

アプリケーションリソースグループを削除しても、ア
プリケーションリソースグループはオフライン状態に
変更されません。

geopg(1M)
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set-prop 保護グループのプロパティーを変更します。

start 保護グループをアクティブにします。サブコマンドが
アクティブにされた後、クラスタ上の保護グループの
ロールは、ユーザーが保護グループを構成した時点で
ユーザーがクラスタに割り当てたロールになります。

保護グループは、次のレベルでアクティブにすること
ができます。

� 保護グループが構成されたすべてのクラスタ上。
� 保護グループの主クラスタ上のみ。二次クラスタは
非アクティブ状態のままになります。

� 主クラスタがアクティブ状態になったあとで、保護
グループの二次クラスタ上のみ。

保護グループをアクティブにすることで、次のイベン
トを実行できるようになります。

� 保護グループの構成の検証。
� クラスタによる、ある操作が完了したかどうかの判
別。

� データ複製の起動。
� 保護されたアプリケーションの起動。
� パートナーに到達可能である場合、パートナークラ
スタへの保護グループのアクティブ化の通知。

stop 保護グループのアクティブ化を解除します。保護グ
ループは、次のレベルでアクティブ化を解除できま
す。

� 保護グループが構成されたすべてのクラスタ上。
� 保護グループの主クラスタ上のみ。二次クラスタは
アクティブ状態のままになります。

� 保護グループの二次クラスタ上のみ (主クラスタが
非アクティブ状態にされた後)。

switchover 保護グループのクラスタの割り当て済みロールを切り
替えます。

takeover パートナークラスタの状態を考慮することなく、ある
クラスタを強制的に主クラスタにします。

geopg takeover コマンドが正常に実行されたあとで
二次クラスタ上の保護グループを再びアクティブにす
る場合は、データ回復とデータの同期処理が必要にな
ることがあります。

geopg(1M)
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注 – 可能な場合は、geopg takeover コマンドの代わ
りに geopg switchover コマンドを使用して、パー
トナークラスタ間での調整を行い、複製されたデータ
の損失を回避します。

geopg takeover コマンドは、新しい主クラスタが緊
急に必要になる場合だけ使用してください。そのよう
な状況では、データの消失と修復のほか、二次クラス
タ上の保護グループの再アクティブ化が避けられませ
ん。

update ローカル保護グループの構成情報とそのパートナーの
構成情報を再同期させます。

validate 動的な値の妥当性検査を実行することで、ローカルク
ラスタ上の保護グループを検証します。

次のオプションがサポートされています。

-D | --only-datarep
保護グループをアクティブにしたまま、データ複製のみのアクティブ化を解除する
必要があることを指定します。このオプションを使用しない場合、保護グループ全
体でアクティブ化が解除されます。データ複製サブシステムをすでに停止した保護
グループを停止するには、geopg stop コマンドをもう一度実行し、このオプ
ションを除外する必要があります。

-d data-replication-type | --datarep-type data-replication-type
保護グループのクラスタ間のデータ複製に関するデータ複製メカニズムを指定しま
す。

data-rep-typeは、次のいずれかの文字列である必要があります。

truecopy データ複製メカニズムが Hitachi TrueCopyであることを指定し
ます。この製品は Command and Control Interface
RAID-Manager/Solarisバージョン 01-10-03/02で動作します
が、これには Sun StorEdge™ 9970/9980 Arrayまたは Hitachi
Lightning 9900 Seriesストレージハードウェアが必要です。

avs データ複製メカニズムが、パッチを適用した Sun Availability
Suite Remote Mirror Release 3.2であることを指定します。

-e <local|global> | --scope <local|global>
コマンドをローカルクラスタに対してだけ実行させるか ( local)、あるいは保護
グループが構成されている両方のクラスタに対して実行させるか (global)を指定
します。

-f | --force
ユーザーに確認することなく、強制的にコマンドを実行します。

-i device-group-name | --device-group device-group-name
作成されるディスクデバイスグループの名前を指定します。

geopg(1M)
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-m new-primary-cluster | --primary new-primary-cluster
保護グループの主クラスタにするクラスタの名前を指定します。

-n | --nodatarep
データ複製を、当該保護グループに使用してはならないことを指定します。このオ
プションを省略すると、データ複製は保護グループと同時に始まります。

-o local-role | --role local-role
createサブコマンドととに使用した場合、ローカルクラスタのロールを
PRIMARY または SECONDARY のいずれかに指定します。geopg switchover コマ
ンドを使用することで、クラスタのロールを変更できます。

-p property-setting | --property property-setting
保護グループのプロパティーを設定します。

保護グループプロパティーに値を割り当てるには、 name=statementペア文を使用し
ます。複数の文を使用して、一度に複数のプロパティーを設定できます。

定義済みのプロパティーについては、詳細説明の節を参照してください。

protection-group-name
保護グループの名前を指定します。このオプションを使用して指定されている保護
グループがすでに存在する場合、createサブコマンドは失敗します。指定された
保護グループが有効ではない場合、set-propサブコマンドは失敗します。

-s partnership-name |--partnership partnership-name
当該保護グループをアクティブにできるクラスタを含むパートナーシップの名前を
指定します。

-V | --version
バージョン情報を表示します。このオプションにより、後続の引数の解釈が停止さ
れます。

-? | --help
ヘルプ情報を表示します。このオプションにより、後続の引数の解釈が停止されま
す。

一部のシェルでは、疑問符は特別な文字として解釈される場合があります。引用符
(-"?")またはエスケープ文字を使用して、パターンマッチングを回避します。

次の表にプロパティーを示します。これらのプロパティーの値は作成時に割り当てら
れます。trueや falseなどのプロパティー値は、大文字と小文字は区別されませ
ん。プロパティー調整のタイミングについての詳細は、プロパティー説明に示されて
います。

Description 保護グループの作成に使用される時点での保護グルー
プの説明です。

オプションのプロパティーです。

タイプ:文字列型。

デフォルト値 :なし

geopg(1M)

詳細説明

一般的な保護グ
ループのプロパ

ティー
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チューニングの推奨事項:作成時に割り当て、実行時に
調整することを推奨します。

RoleChange_ActionCmd 保護グループの主クラスタが変わる場合に実行する実
行可能コマンドの絶対パスを指定します。このパス
は、保護グループをホストするすべてのパートナーク
ラスタで有効である必要があります。

オプションのプロパティーです。

タイプ:文字列型。

デフォルト値 :なし

チューニングの推奨事項:作成時に割り当て、実行時に
調整することを推奨します。

RoleChange_ActionArgs ロール変更コールバックコマンドの実行時に、コマン
ド行の最後にあるシステム定義引数に続く文字列を指
定します。

オプションのプロパティーです。

タイプ:文字列型。

デフォルト値 :なし

チューニングの推奨事項:作成時に割り当て、実行時に
調整することを推奨します。

Timeout 保護グループのタイムアウト期間を秒単位で指定しま
す。

保護グループを作成する際にのみ使用されます。

オプションのプロパティーです。

タイプ:整数型。少なくとも最小値 20が必要です。

デフォルト値 : 200秒。

チューニングの推奨事項:作成時に割り当て、実行時に
調整することを推奨します。

データ複製のプロパティー: Nodelist
複製メカニズムのプライマリになることができるマシンのホスト名のリストです。
このリストはコンマで区切ります。

オプションのプロパティーです。

タイプ:文字配列。

geopg(1M)
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チューニングの推奨事項:このプロパティーを調整できるのは保護グループがオフ
ラインの状態にある場合だけです。

デフォルト値 :空。

デバイスグループのプロパティー: Enable_volume_set
ファイル内で定義されているボリュームセットが有効であるかどうかを定義しま
す。Trueか Falseのいずれかに設定します (大文字と小文字の区別なし)。

オプションのプロパティーです。

タイプ:ブール型。

チューニングの推奨事項:このプロパティーは、作成、複製、または同期の最中に
正常に検証されたあとでは調整できません。

デフォルト値 : False。

デバイスグループのプロパティー: Local_logical_host
ディスクデバイスグループの複製に使用されるローカル論理ホスト名を定義しま
す。論理ホスト名では下線 (_)を使用しないでください。

必須プロパティーです。

タイプ:文字列型。

チューニングの推奨事項:このプロパティーは、作成、複製、または同期の最中に
正常に検証されたあとでは調整できません。

デフォルト値 :なし

デバイスグループのプロパティー: Remote_logical_host
ディスクデバイスグループの複製に使用されるリモート論理ホスト名を定義しま
す。

必須プロパティーです。

タイプ:文字列型。

チューニングの推奨事項:このプロパティーは、作成、複製、または同期の最中に
正常に検証されたあとでは調整できません。

デフォルト値 :なし

データ複製のプロパティー: Cluster_dgs
データが書き込まれるディスクデバイスグループのリストです。リストはコンマで
区切ります。

オプションのプロパティーです。

タイプ:文字配列。

チューニングの推奨事項:このプロパティーを調整できるのは保護グループがオフ
ラインの状態にある場合だけです。

geopg(1M)
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データ複製タイプ
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デフォルト値 :空。

データ複製のプロパティー: Nodelist
複製メカニズムのプライマリになることができるマシンのホスト名のリストです。
このリストはコンマで区切ります。

オプションのプロパティーです。

タイプ:文字配列。

チューニングの推奨事項:このプロパティーはいつでも調整できます。

デフォルト値 :空。

デバイスグループのプロパティー: Fence_level
ディスクデバイスグループにより使用されるフェンスレベルを定義します。フェン
スレベルにより、そのディスクデバイスグループの主ボリュームおよび二次ボ
リューム間での整合性のレベルが決定されます。とりうる値は data、status、
never、および asyncです。

このプロパティーは、現在のペア状態が SMPLのときに、任意の有効な
Fence_levelに設定できます。

必須プロパティーです。

タイプ:列挙型。

チューニングの推奨事項:このプロパティーを調整できるのは保護グループがオフ
ラインの状態にある場合だけです。Hitachi TrueCopyデバイスグループの場合、ペ
アがすでに作成されていれば、このプロパティーはペアの現在の Fence_levelの
みに設定できます。すでに存在するペアの Fence_levelを変更する場合は、最初
に Hitachi TrueCopy CCIコマンドを使用して変更し、続いてプロパティーを新し
い Fence_levelに調整してください。

デフォルト値 :なし

次の終了値が返されます。

0 コマンドは正常に終了。

0以外 エラーが発生。

次の属性については、attributes(5)のマニュアルページを参照してください。

属性タイプ 属性値

アーキテクチャー SPARC

使用可能 SUNWscgctl

インタフェースの安定性 発展中

rbac(5)、geops(1M)

geopg(1M)

終了状態

属性

参照
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geops –クラスタ間のパートナーシップの作成、構成、管理を行う

ローカルクラスタとリモートクラスタの間のパートナーシップの作成。

geops create --cluster remote-partner-cluster-name partnership-name
[- -heartbeat-name heartbeat-name]
[--property property-setting [,...] [] ]

geops create -c remote-partner-cluster-name partnership-name [- h heartbeat-name]
[- p property-setting [,...] []]

パートナーシップの結合。

geops join-partnership remote-cluster-name partnership-name
[--heartbeat-name heartbeat-name]

geops join-partnership remote-cluster-name partnership-name
[-h heartbeat-name]

パートナーシップからの離脱。

geops leave-partnership partnership-name

パートナーシップ構成情報の出力。

geops list partnership-name

パートナーシップのプロパティーの変更。

geops set-prop partnership-name --property property-setting [,... ]

geops set-prop partnership-name -p property-setting [,... ]

パートナーシップの再同期。

geops update partnership-name

バージョン情報の出力。

geops --version

geops -V

ヘルプ情報の表示。

geops --help

geops -?

geopsコマンドを使用すると、クラスタ間で定義されているパートナーシップを作
成、構成、および管理することができます。パートナーシップとは、アプリケー
ションが障害に対して保護されるクラスタインフラストラクチャーを定義するクラス
タのペアです。

パートナーシップにはクラスタ間で実行されるハートビートが必要です。パートナー
クラスタはハートビートを使用してお互いを監視します。

geops(1M)

名前

形式

説明
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Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアは、すべてのリモートパートナーに、
パートナーシップ構成の変更を通知します。

geopsコマンドは、パートナーシップに対して有効になっているクラスタ上で使用し
ます。

geopsコマンドを使用してパートナーシップを作成、構成、および管理するには、コ
マンド実行者に、適切な、役割に基づくアクセス制御 (Role-Based Access Control、
RBAC)権利のプロファイルが割り当てられている必要があります。

ルートアクセス権を持っている場合は、あらゆる処理を行う権限があります。ルート
アクセス権を持っていない場合は、次の RBAC権が適用されます。

� 基本的な Solarisユーザー。Sun Cluster Geographic Editionエンティティーにつ
いての情報は、geopg list、geohb list、geops list などのコマンドを使用
して確認できます。

� Geo管理。「基本的な Solarisユーザー」アクセス権を持つユーザーに認められて
いるあらゆる読み取り処理が行えます。また、geohb add-plugin、geopg
switchover、geoadm start、geoadm stop などの管理作業や構成作業も行え
ます。

詳細については、rbac(5)のマニュアルページと『Sun Cluster Geographic Editionの
システム管理』の「Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアと RBAC」を参照し
てください。

サブコマンドは、コマンドにより実行されるアクションを指定します。コマンド行で
指定できるサブコマンドは 1つだけです。

サポートされるサブコマンドには次のものがあります。

create ローカルクラスタとリモートクラスタの間のパート
ナーシップを作成します。

join-partnership ローカルクラスタを既存のパートナーシップに結合で
きるようにします。

すでにパートナーシップのメンバーであるクラスタ上
で geops join-partnership コマンドを使用する
と、リモートクラスタのパートナーシップ構成が、
ローカルクラスタのパートナーシップ構成を上書きし
ます。

リモートパートナークラスタが停止している場合は、
ローカルクラスタを変更してもリモートパートナーク
ラスタに伝播しない可能性があります。

leave-partnership パートナーシップからローカルクラスタを削除しま
す。このサブコマンドにより、パートナーシップに参
加している最後のクラスタが離脱した時点で、パート
ナーシップが削除されます。

list パートナーシップ構成情報を表示します。

geops(1M)

サブコマンド
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set-prop パートナーシップのプロパティーを変更します。この
サブコマンドはローカルクラスタ構成を更新し、リ
モートパートナークラスタに構成の変更を通知しま
す。

update クラスタがパートナークラスタから切断されている
間、パートナークラスタ上のパートナーシップのプロ
パティーを更新します。

次のオプションがサポートされています。

-c remote-cluster-name | --cluster remote-cluster-name
パートナーシップの形成に使用するクラスタの論理ホスト名を指定します。論理ホ
スト名は Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアにより使用され、リモート
パートナークラスタの名前に対応します。たとえば、リモートパートナークラスタ
名は次のようになります。

cluster-paris

-h heartbeat-name | --heartbeat-name heartbeat-name
パートナーが使用できるかを監視するために、ローカルクラスタが使用できるパー
トナークラスタ上のハートビートの識別子を指定します。 geopsコマンドでハー
トビートを指定する前に geohbコマンドを使用してハートビートを作成する必要
があります。

このオプションを省略すると、Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアはメ
ンバークラスタ間でデフォルトのハートビートメカニズムを使用します。

-p property-setting | --property property-setting
パートナーシップのプロパティーの値を指定します。複数の文を使用することで一
度に複数のプロパティーを指定できます。

すでにパートナーシップのメンバーであるクラスタ上で geops
join-partnershipコマンドを使用すると、パートナークラスタのパートナー
シップ構成が、ローカルクラスタのパートナーシップ構成を上書きします。

プロパティーの詳細については、詳細説明の節を参照してください。

partnership-name
パートナーシップの名前を指定します。

-V | --version
バージョン情報を表示します。このオプションにより、後続の引数の解釈が停止さ
れます。

-? | --help
ヘルプ情報を表示し、後続の引数の解釈を停止します。

一部のシェルでは、疑問符は特別な文字として解釈される場合があります。引用符
(-"?")またはエスケープ文字を使用して、パターンマッチングを回避します。

次の節では、パートナーシップのプロパティーを説明します。これらのプロパティー
は作成時に設定され、実行時に調整可能です。

geops(1M)
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Description
パートナーシップの説明です。

オプションのプロパティーです。

タイプ:文字列型。

デフォルト値 :空の文字列。

Notification_ActionCmd
ハートビートロス通知が発行された時点でトリガーされるスクリプトまたはコマン
ドへのパスを指定します。

オプションのプロパティーです。

タイプ:文字列型。

デフォルト値 :空の文字列。

Notification_EmailAddrss
ハートビートロス通知の発行時のメッセージの送信先の電子メールアドレスを指定
します。各電子メールアドレスをコンマで区切ることにより、複数の電子メールア
ドレスを指定できます。

オプションのプロパティーです。

タイプ:文字配列。

デフォルト値 :空の文字列。

Notification_EmailAddrssおよび Notification_ActionCmdプロパティーを
使用すると、ハートビートロスイベント時の通知が可能になります。ハートビートロ
スイベントは各パートナーシップクラスタで検出され、イベントが検出されるクラス
タでローカルに通知が出されます。電子メールアドレスおよび通知アクションパス
は、パートナーシップの各クラスタ上で有効である必要があります。

Sun Cluster Geographic Editionソフトウェアでは、ハートビートロス通知が発行され
る際にコマンドが実行されるように指定できます。Notification_ActionCmdプロ
パティーを使用することで、コマンドへのパスを指定できます。コマンドはルートア
クセス権を使用して実行されるため、ファイルにはルート所有権と実行アクセス権が
必要です。両方のプロパティーを構成すると、Notification_ActionCmdプロパ
ティーで指定するコマンドが実行されたあとで電子メールが送信されます。

次の終了値が返されます。

0 コマンドは正常に終了。

0以外 エラーが発生。

次の属性については、attributes(5)のマニュアルページを参照してください。

geops(1M)

パートナーシップ
のプロパティ

終了状態

属性

SC31 1m 35



属性タイプ 属性値

アーキテクチャー SPARC

使用可能 SUNWscgctl

インタフェースの安定性 発展中

rbac(5)

geops(1M)

参照
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